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2022 年 3 月 22 日

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
10
日
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
つ
い

て
記
者
会
見
。

　

志
位
氏
は
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
侵
略
を
糾
弾
し
、
軍

事
行
動
の
中
止
を
求
め
る

国
連
の
非
難
決
議（
２
日
）

は
、
加
盟
国
の
７
割
を
超

え
る
１
４
１
カ
国
と
い
う

圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
採

択
さ
れ
た
と
強
調
。
一
方
、

採
択
で
の
棄
権
は
35
カ
国
、

退
席
し
採
択
に
加
わ
ら
な

か
っ
た
国
が
12
カ
国
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
、「
こ
の
47

カ
国
に
対
し
、
侵
略
を
非

難
し
て
軍
事
行
動
の
中
止

を
求
め
る
立
場
に
立
つ
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
く
―

こ
の
外
交
活
動
を
（
日
本

政
府
に
）強
く
求
め
た
い
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

ウクライナ支援募金にご協力を
日本共産党中央委員会

　お預かりした募金は、全額を国連難民高等弁務官
事務所（ＵＮＨＣＲ）、国連児童基金（ユニセフ）に
届け、ウクライナの人々への支援に充てます。

【郵便振替】
▽口座番号　００１７０－７－９８４２２
▽加入者名　日本共産党中央委員会
＊通信欄に「ウクライナ募金」と明記ください。
　手数料はご負担願います。

ウクライナ支援募金
日本共産党　UNHCR・ユニセフに届ける

　日本共産党の志位委員長は 10 日、同日までに寄せら
れた募金２０２４万５３６８円をＵＮＨＣＲ（国連難民
高等弁務官事務所）に、また 15 日に小池書記局長が
１９６８万８４９２円をユニセフに届けました。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
に
対
し
、
１
０

０
を
超
え
る
大
学
人
か
ら

抗
議
の
声
が
次
々
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　

国
際
基
督
教
大
学
、
朝

日
大
学
、
立
命
館
大
学
の

各
学
長
・
総
長
の
声
明
は
、

平
和
を
求
め
る
建
学
の
立

場
か
ら
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵

攻
を
非
難
。
新
潟
県
立
大

学
、
北
海
道
大
学
、
龍
谷

大
学
、
東
京
外
国
語
大
学

な
ど
の
学
長
は
、
交
流
の

深
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ロ
シ

ロシアのウクライナ侵略に
大学人の抗議広がる

ア
の
学
生
・
大
学
関
係
者

を
憂
慮
し
、
軍
事
介
入
の

即
時
終
結
と
平
和
的
解
決

を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

　

同
朋
大
学
の
学
長
は
、

戦
争
放
棄
を
う
た
う
日
本

国
憲
法
の
意
義
を
強
調
。

大
学
は
学
術
研
究
を
通
し

て
、
世
界
の
平
和
の
実
現
、

学
生
の
人
格
形
成
、
人
間

の
尊
厳
の
確
立
を
目
的
と

す
る
教
育
機
関
で
あ
り
、

武
力
に
よ
る
侵
略
は
許
せ

な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て
の
会
長
声
明

　
　
　
電
子
情
報
通
信
学
会
　
会
長
　
石
田
亨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
月
14
日

　

私
た
ち
は
、
通
信
、
情

報
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

な
ど
の
科
学
技
術
を
通
し

て
、
幸
福
で
豊
か
な
社
会

へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
こ
れ
ら
の
技
術
が
戦

闘
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
を

決
し
て
望
み
ま
せ
ん
。
い

か
な
る
理
由
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ら
の
技
術
を
用
い
る

戦
争
に
反
対
し
、
一
日
も

早
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和

と
安
全
が
戻
る
こ
と
を
強

く
望
み
ま
す
。

日
本
政
府
は 

非
難
決
議
に
棄
権
・
退
席

し
た
47
カ
国
に
軍
事
行
動
の
中
止
を
求

め
る
外
交
を
　
日
本
共
産
党 

志
位
委
員
長
が
主
張

広
島
大
学
、東
京
大
学
、福

島
大
学
、
長
崎
大
学
、
北

海
学
園
大
学
、
立
教
大
学
、

関
西
大
学
、
桜
美
林
大
学
、

明
治
大
学
、九
州
大
学
、上

智
大
学
、
青
山
学
院
大
学
、

東
海
大
学
、
東
京
芸
術
大

学
、
武
蔵
野
大
学
、
日
本

福
祉
大
学
、山
形
大
学
、茨

城
大
学
、
京
都
大
学
、
東

北
大
学
、
三
重
大
学
、
早

稲
田
大
学
、
大
阪
市
立
大

学
、
愛
媛
大
学
、
琉
球
大

学
、
沖
縄
大
学
、
筑
波
大

学
、
静
岡
大
学
、
香
川
大

学
、
山
口
大
学
、
東
洋
大

学
、
群
馬
大
学
、
金
沢
大

学
、
福
岡
大
学
な
ど
18
日

ま
で
に
１
０
０
を
超
え
る
。

声
明
を
発
表
し
た
そ
の
他
の
大
学
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２
０
２
２
春
闘
妥
結

（
16
日
）。
月
例
賃
金
平
均

２
２
０
０
円
改
善
。
特
別

手
当
年
間
１
６
２
万
５
０

０
０
円
（
40
歳
一
般
資
格

１
級
モ
デ
ル
）。シ
ニ
ア
ス

タ
ッ
フ
特
別
手
当
額
月
平

均
１
５
０
０
円
改
善
。「
月

例
賃
金
、
特
別
手
当
、
シ

ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
特
別
手
当
、

い
ず
れ
も
昨
年
に
比
べ

ア
ッ
プ
し
た
」「
月
例
賃
金

の
改
善
は
成
果
手
当
に
多

く
配
分
さ
れ
、
資
格
賃
金

の
改
善
は
昨
年
と
同
額

だ
っ
た
。
評
価
に
よ
る
賃

金
格
差
が
ま
た
拡
大
す

る
」「
ア
ッ
プ
は
良
か
っ
た

現
在
、
東
北
地
方
で
３
人

死
亡
、
負
傷
者
２
１
４
人
。

半
壊
や
一
部
損
壊
の
住
宅

１
８
６
棟
と
の
こ
と
」「
東

京
は
震
度
４
だ
っ
た
。
激

し
い
揺
れ
が
長
く
続
き
怖

か
っ
た
」「
東
電
管
内
で

２
１
０
万
世
帯
が
停
電
し

た
」「
大
規
模
停
電
を
防
ぐ

シ
ス
テ
ム
が
作
動
し
た
た

め
と
い
う
」「
福
島
県
や
宮

城
県
の
一
部
で
は
断
水
が

起
き
て
、
今
も
続
い
て
い

る
」「
東
北
新
幹
線
の
脱
線

や
常
磐
道
の
亀
裂
な
ど
交

通
機
関
に
も
大
き
な
影
響

が
出
て
い
る
」「
復
旧
は
長

引
き
そ
う
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
。「
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る

対
し
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
・

軍
事
作
戦
の
即
時
停
止
を

命
じ
た
」「
マ
リ
ウ
ポ
リ
で

は
16
日
、
民
間
人
が
避
難

し
て
い
た
劇
場
が
空
爆
さ

れ
た
」「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大

統
領
の
国
会
演
説
が
23
日

午
後
６
時
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
お
こ
な
わ
れ
る

よ
う
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
17
日
、政
府
が
18
都
道
府

県
に
出
さ
れ
て
い
た
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
を
21

日
で
解
除
す
る
こ
と
を
決

め
た
」「
尾
身
会
長
が
感
染

の
リ
バ
ウ
ン
ド
を
懸
念
し

て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ

ラ
ソ
ン
（
13
日
）。「
東
京

五
輪
１
万
ｍ
代
表
の
安
藤

友
香
選
手
が
、
日
本
選
手

ト
ッ
プ
の
２
時
間
22
分
22

秒
で
３
位
に
入
っ
た
」「
７

月
の
世
界
選
手
権
の
派
遣

設
定
記
録
を
突
破
し
代
表

候
補
に
な
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
通
研
正
門
前
の
武
蔵

野
住
宅
内
に
点
在
す
る
紅

白
の
梅
や
コ
ブ
シ
が
見
ご

ろ
だ
」「
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
や
サ

ン
シ
ュ
ユ
、
ハ
ク
モ
ク
レ

ン
な
ど
も
咲
き
は
じ
め

た
」

　

国
連
の
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
地
球
温
暖

化
が
生
態
系
や
暮
ら
し
に

与
え
る
影
響
に
関
す
る
報

告
書
を
公
表
し
ま
し
た

IPCC 報告書
温暖化すでに被害広範

今後 10 年が重要

　

日
本
は
従
来
、
憲
法
の

平
和
主
義
に
基
づ
き
国
是

と
し
て
武
器
輸
出
を
原
則

禁
止
し
て
い
ま
し
た（「
武

器
輸
出
三
原
則
」）。
と
こ

ろ
が
安
倍
内
閣
は
２
０
１

４
年
、
同
原
則
を
撤
廃
し

て
武
器
輸
出
を
解
禁
す
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

非
軍
事
支
援
に
徹
せ
よ

（
28
日
）。

　

報
告
書
は
現
状
に
つ
い

て
、
人
間
の
活
動
が
引
き

起
こ
す
気
候
変
動
の
影
響

を
指
摘
し
、「
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
損
失
を
も
た
ら

し
て
い
る
」
と
分
析
。
世

界
の
33
億
～
36
億
人
が
、

異
常
気
象
や
海
面
上
昇
な

ど
に
対
処
で
き
な
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
る
と
訴
え
ま
し

た
。

　

食
料
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
が
各
地
で
同
時
期
に

不
作
と
な
る
リ
ス
ク
、
２

度
上
昇
で
多
く
の
地
域
で

主
食
作
物
を
栽
培
で
き
な

く
な
る
と
の
見
通
し
を
示

し
ま
し
た
。

　

同
報
告
書
は
、
今
後
10

年
間
の
行
動
が
重
要
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」

を
閣
議
決
定
。
同
決
定
は

「
紛
争
当
事
国
や
国
連
決

議
に
違
反
す
る
場
合
は
輸

出
を
認
め
な
い
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
運
用
指
針
で

拡
大
さ
れ
る
余
地
が
あ
り

ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
赤
嶺
議

員
は
10
日
国
会
で
発
言
。

自
衛
隊
の
防
弾
チ
ョ
ッ
キ

な
ど
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
提

供
し
た
こ
と
に
つ
い
て

「
交
戦
状
態
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
武
器
提
供
で
、
日

本
が
紛
争
の
当
事
者
に
な

り
か
ね
な
い
」
と
批
判
、

「
国
際
的
な
共
同
を
広
げ

る
外
交
努
力
と
避
難
民
支

援
な
ど
非
軍
事
の
支
援
で

積
極
的
な
役
割
を
果
た
す

べ
き
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

「侵略 NO!　ロシアは国連憲章を守れ」ロシア大使館前 18 日

け
ど
、
こ
の
と
こ
ろ
の
生

活
関
連
品
の
相
次
ぐ
値
上

げ
で
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま

い
そ
う
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

宮
城
、
福
島
で
震
度
６

強
の
地
震
が
発
生
（
16
日

午
後
11
時
36
分
）。「
18
日

民
間
人
へ
の
攻
撃
が
相
次

い
で
い
る
。
む
ご
い
」「
14

日
、
ロ
シ
ア
国
営
テ
レ
ビ

で
生
放
送
中
ス
タ
ッ
フ
が

反
戦
を
訴
え
た
」「
15
日
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難

者
が
３
０
０
万
人
を
超
え

た
。
そ
の
半
分
近
く
が
未

成
年
者
だ
」「
16
日
、国
際

司
法
裁
判
所
が
ロ
シ
ア
に


